



































母親の暖かさは 8歳時の子どもの externalizing な問題行動と負の関係を示し



















な愛着を形成しやすいからである（Cummings & Cicchetti, 1990）。母親の養
育行動における敏感性と子どもの愛着との関係は日本人母子を対象とした










































































Campbell, 1990 ; Mitsis, McKay, Schulz, Newcorn, & Halperin, 2000 ; Of-
ford, Boyle, Racine, Szatmari, Fleming, Sanford, Lipman, 1996）。また，
Gagnon, Vitaro, & Tremblay（1992）は，臨床サンプルではなく，一般の幼





















であった。幼児の平均年齢は 5歳 1ヵ月（範囲 3歳 3ヵ月－6歳 7ヵ月）で，
年齢別分布は 3歳児 7.3％，4歳時 33.3％，5歳時 40.1％，6歳児 14.1％，不









幼児の攻撃行動：幼児の攻撃行動の評定には Preschool Behavior Ques-

















母親の養育行動：母親の養育行動の評定は Parent Perception Inventory























Preschool Behavior Questionnaire（PBQ）は 3つの下位尺度を含んでい
るが（Behar & Stringfield, 1974），母親評定の PBQ の因子分析において，
Eigenvalue＞1の方法では，10の因子が抽出され，Scree test では 4つの因
子が示唆された。Scree test は，多少客観性に欠けるが，主要な因子を探し出
す時には他の方法よりも優れている（Kim & Mueller, 1978）ので，本研究で
は以後全て Scree test の結果を採用した。ここでは 4因子を抽出し，その累
積寄与率は 39.7％であった。この 4因子への負荷が 0.4以下である項目や複
数の因子に負荷がオーバーラップしている項目を取り除いた結果，Table 1の
ようにまとめられた。第 1因子には 6項目含まれたが，1項目“すぐ泣く”を
除いた 5項目は，オリジナル PBQ の敵意的攻撃性尺度に含まれるものであっ
た。第 2因子の 5項目は，“自分のものや他人のものを壊す”を除いて全てオ
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リジナル PBQ の多動性尺度に含まれ，第 3因子の 3項目中 2項目はオリジナ
ル PBQ の敵意的攻撃性尺度に含まれるものであった。また，第 4因子の 2項
目はどちらもオリジナル PBQ では，不安・心配性尺度に含まれるものであっ
た。この結果から，第 1因子 6項目を母親評定の攻撃行動尺度とした。この 6
項目の内的整合性は α＝.73であった。母親評定の幼児の攻撃行動得点の平均
値は 2.46（SD＝1.98）であった。
保育者評定 PBQ では，3つの因子が抽出された。この 3因子の累積寄与率
は 40.6％であった。母親評定と同様の過程を経た結果，Table 2のようにま




Table 1 Preschool Behavior Questionnaire（PBQ）の因子分析結果（母親評定）
項 目 I II III IV
他の子どもからあまり好かれていない。 .49 .10 .30 −.07
従順じゃない。 .67 .19 .02 .16
嘘をつく。 .60 .10 .10 .07
弱い者いじめをする。 .46 −.01 .37 .18
すぐ泣く。 .55 .20 −.12 −.02
他の子を非難する。 .79 .05 .11 .05
落ち着きがない。走りまわったり，飛んだり，跳ねたりす
る。じっとしていない。
.13 .79 −.01 .06
そわそわして落ち着きがない。 .04 .77 .08 .09
自分のものや他人のものを壊す。 .19 .54 .35 −.09
集中力が乏しく，注意力が長続きしない。 .19 .64 .20 −.17
諦めやすい。 .24 .45 .32 .07
玩具を共有しようとしない。 .34 .18 .47 .15
他の子を蹴ったり，鐓みついたり，ぶったりする。 .16 .24 .68 .18
この子は，行動に何か問題があると思われますか。 .17 −.01 .44 −.03
みじめ，不幸，あるいは苦痛そうに見える。 .13 −.01 −.02 .85
顔や体に変な癖，ひきつり，チックなどがある。 .03 .04 .17 .83












母親の養育行動を評定する Parent Perception Inventory（PPI）の因子分
析では 2つの因子（累積寄与率＝40.5％）が抽出された。PPI の構成（ポジ
ティブとネガティブ項目）から 2因子構造は妥当と判断した。結果を見ると，
9つのネガティブな項目のうち 6項目が第 1因子に 0.5以上の負荷を示し，9
つのポジティブな項目のうち 6項目が第 2因子に 0.5以上の負荷を示した
Table 2 Preschool Behavior Questionnaire（PBQ）の因子分析結果（先生評定）
項 目 I II III
自分のものや他人のものを壊す。 .78 .08 .18
他の子どもとけんかする。 .82 .10 −.01
イライラしやすく，かっとなりやすい。 .75 −.07 .02
弱い者いじめをする。 .69 .02 −.21
玩具を共有しようとしない。 .72 .13 .10
他の子を非難する。 .67 .03 −.24
他の者に注意を払わない。 .66 .21 .30
他の子を蹴ったり，鐓みついたり，ぶったりする。 .73 −.03 .22
今年，おもらししたり，うんちをたれたりしたことがある。 .02 .65 .19
ぼんやりしている。注意散漫である。 .11 .68 .07
すぐ泣く。 .31 .63 −.18
宙をじっとみつめている。 −.13 .68 −.14
顔や体に変な癖，ひきつり，チックなどがある。 −.02 .09 .75
つめや指をかむ。 .00 −.07 .65















Table 3 The Attachment Q-set（version 3.0）の 24項目の因子分析の結果
















































































































































が多いと見ている。この結果は先行研究の結果（Block, 1983 ; Hartup,
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